
時の歩みと駅の歩み 尼崎駅

JR東西線開通において尼崎駅は３線の接続駅となるため、大規模改修が行われました。
それまでは、東海道線・福知山線合わせて島式 3面 6線のホームでした。各ホームと駅舎
を繋ぐ地下通路は薄暗く、幅は僅か３ m 程でした。当時は周辺に工場が建ち並び、旅客
駅というよりも貨物を主とした駅で、施設や設備、線路も貨物主体に配置されていました。

駅北のロータリーの場所は、貨物線のヤードと取り扱い施設でした。旅客線の外側には、

貨物列車の待避線もありました。駅舎も木造の貧弱なものでした。

1989 年（平成元年）の国の認可申請では、ホームを４面に６線とするものでしたが、
福知山線の電化と高速化によって、利用客数が大幅に増えました。それまでは、三田方面

の客は、宝塚で阪急電車に乗り換えていましたが、以後は直通利用するようになりました。

また、大阪までの通勤や通学が便利になると、沿線人口も大幅に増加しました。さらに、

東海道線も、快速、新快速の増発などで、利用客が増えました。

こうした経緯から、計画は４面８線、ホーム長１２両対応（２４５ｍ)に変更されまし

た。旅客線だけでなく、貨物線や付帯設備などが複雑に

入り交じる駅の改修は、かなり難度の高い工事でした。

特に福知山線の付け替え工事は、ルート自体が変わるだ

けに、大変だったようです。1997 年（平成 9 年）東西線
が開業。JR 神戸線の新快速・快速がすべて停車するよう
になり、大改修は完工しました。しかし、福知山線－東

海道線間の列車と、JR 東西線－東海道線間の列車が、同
一ホーム乗り換えできない不便さが残ったため、その後

渡り線を新たに増設し、乗り換え可能としました。

このようにして新たにすっかり生まれ変わった尼崎駅

ですが、その後も客は増える一方で、乗降客数は合わせ

て８万人を超えるようになりました。ラッシュ時はホー

ムいっぱいに人があふれんばかりで、安全が憂慮される

事態になり、JR は駅舎増床と昇降通路の増設を決定しま
した。2014 年に供給を開始、床面積はそれまでの２.６倍
になりました。

駅構内には薬局やコンビニなど８店舗も入居し、特急

列車を含め全列車が停車するようになってますます、利

便性が高まりました。周辺地域は、道路がさらに整備や

新造され、マンションも林立するなど、駅は地域と共に

ますますの発展をみます。昔の駅の様子を知る人にとっ

ては、まるで別世界のようです。時は刻々と流れていき

ます。懐かしい昔をふり返る時、何とも言えない感慨や

思い出に浸り、歳を感じる今日この頃です。

参考文献と写真：Wikipedia 「JR尼崎駅」


